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柔軟材料、触覚センサ、力覚センサ、感触、安全、耐久

　近年、IoT化の進展とともに、人に直接触れるセン
シングデバイスの必要性が増しているが、本技術
は、ゴムやゲル等の弾性素材の柔らかさを保ったま
ま、力の向きと大きさを測るセンサを提供するもの
である。柔軟素材に鉄粉などの強磁性微粒子を局
所混合し、その下にコイル配線基板を敷くだけの単
純な構造であり、素材の感触の良さをほとんど損
なわず、正確なセンシングが可能である。また、変
形する部分に壊れやすい電気配線や素子を含まな
いため、柔軟素材を大きく変形させるような力や衝
撃が加わった場合でも、その素材が破壊されない
限りセンサ性能が維持され、もし柔軟素材が劣化
した場合でも、基板から剥がして貼り替えるだけで
性能が回復する特徴を持つ。

感触を損なわずに弾性柔軟素材を
触覚センサにする技術

研究の概要

　深部体温の測定には直腸温度や鼓膜温度を計測す
る必要があるため、活動中の計測は困難である。この
課題に対し、我々は装着型センサを用いて個人差を考
慮した活動中の深部体温推定手法を開発している。身
体情報や気温などの環境情報、および運動負荷を装
着型センサや環境センサにより取得し、生体温熱モデ
ルへの入力とすることで、人体の熱産生や体内および
外気との熱移動を物理的に計算し、深部体温の変化
を推定する。ウェアラブルセンサで得られる体表温度
の実測値や休憩時などに間欠的に測定した鼓膜温な
どを基準として用いることで、個人差や体調を表す生
体温熱モデル内のパラメータを適切に定める工夫をし
ている。

研究の概要

　本技術は、枕やマットレスなどの寝具、車のハン
ドルやカメラグリップ、マッサージチェアや腹筋訓
練ベルトなど、肌との接触感触が重要な製品への
触覚センサ搭載に最適である。また、愛玩用ロボッ
トや人にやさしい作業ロボット、食品を取り扱うロ
ボットや、手術ロボットにも応用可能である。

社会実装に向けた将来展望
　これまでの実験では夏のジョギングにおいて鼓膜
温との誤差0.3℃程度での推定を実現できることが
確認できている。現在、様々な年齢や性別による違い
などを調査するため、運動時のみならず、高齢者の見
守りなどもターゲットとしてデータ収集を進めてお
り、実用化に向けた取組を進めている。また、現在は
推定開始時点の深部体温を入力する必要があるた
め、個人の蓄積データを利用するなど、ユーザの手間
をできる限り削減する工夫を検討している。

社会実装に向けた将来展望
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特許出願済

触覚センサの実例

センサによる各方向成分の測定結果




